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1. はじめに 

本州中央部に位置する長野県長野盆地周辺には下

高井郡野沢温泉村から東筑摩郡筑北村にかけて長野

盆地西縁断層帯（仁科ほか, 1985）が存在する.  

長野盆地西縁断層帯は, 長野盆地内におけるトレ

ンチ調査や物理探査などを中心に地質学, 地球物理

学, 地形学など多角的な視点から断層の産状や地質

体との関係 , 変位量などが検討されてきた . 赤羽

（1981）は, 長野盆地西縁において西側の筑摩山地

と東側の長野盆地では, 長野盆地側が相対的に沈降

おり, その結果, 長野盆地西縁には段丘や扇状地が

発達しやすいと論じた.  

小坂（1984）は, 本間（1931）における褶曲区と

無褶曲区を境する構造線が, 新潟県津南町から飯山

市を通り, 長野市, 聖山西縁部, 坂北, 会田を経て松

本付近まで連続するとし, この構造線を津南－松本

線と命名した. 津南－松本線は, 地震動の解析結果

などから, 西側地塊が大きく沈降する落差数千メー

トルに達する大規模な断裂であると論じた.  

佐藤（1996）は, 日本列島形成のプロセスについ

てインバージョンテクトニクスの視点から考察した. 

その中で, 糸魚川―静岡構造線の北部区間が活断層

としての活動が停止したことによって解消できなく

なった短縮変形が, 現在, 長野市西部の断層系の活

動によって解消されていることを論じた.  

長野盆地以南, 松本盆地に至る筑摩山地内部では, 

筑北盆地や松本市旧四賀村地域保福寺川流域の盆地

などの小規模な盆地が発達している(図-1）. 田力・

松多（2005）や東郷ほか（2000）は, 地形学的根拠

に基づいて, 松本市旧四賀村地域に北北西－南南東

方向の活断層トレースの存在を示した. また, 近藤

ほか（2006）は, 同じく地形学的根拠に基づいて, 松

本市の城山丘陵の東側には北北東－南南西方向に延

びる, 松本盆地東縁断層とは異なる活断層群が存在

することを示した. しかしながら, 聖山地域や筑北
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図-1 研究地域 

地理院地図より引用, 加筆. 
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盆地などでは山間盆地の形成をはじめ, 第四系の地

質構造に焦点をおいた構造地質学的な研究はほとん

どなされていない. 筑摩山地内部の地質構造を明ら

かにすることは, 糸魚川－静岡構造線活断層系と長

野盆地西縁断層帯との間の第四紀以降の構造運動を

考える上で重要である. 

本研究では, 筑摩山地中部に位置する聖山地域の

地質構造を明らかにし, 第四紀以降の構造形成作用

を検討することを研究目的とする. 

 

2. 地質 

（1）概説 

研究地域は, 北部フォッサマグナ地域の中・南部

に位置する. 北部フォッサマグナを構成する地層は, 

下位より守屋層, 内村層, 別所層, 青木層, 小川層, 

柵層, 猿丸層, 豊野層である（本間, 1931 および豊野

層団体研究グループ, 1977）. これらの地層は新第三

紀中新世から第四紀前期更新世にかけて堆積した.  

研究地域内では, 中期中新世以降の地質体が分布

し, 古期のものから , 中期中新統の青木層（本間 , 

1931）, 中期～後期中新世の小川層（本間, 1931）, 中

新統を貫く火成岩類, 鮮新統～前期更新統の火山岩

類の桑原火山岩類（斎藤, 1982）, 聖山火山岩類（森

下ほか, 1957）, 三峯山火山岩類（加藤, 1980）, およ

び中期更新統以降の堆積物に大別される（図-2）.  

長野県内においては, 地質構造の違いから北部フ

ォッサマグナ内部で地帯区分されており, 研究地域

は, 水内帯と中央隆起帯（高井－美ヶ原帯）の境界

地域に位置する. 水内帯と中央隆起帯の境界は津南

－松本線と呼ばれる（小坂, 1984）. 水内帯は, 中新

統の別所層, 青木層, 小川層, および柵層が顕著な

褶曲構造を形成している. 中央隆起帯は, 中新統の

内村層, 別所層, 青木層, 小川層, および柵層と, そ

の上位に鮮新統の火山噴出物が不整合に堆積してお

り, 大規模な褶曲構造は発達していない. 

長野県内には数多くの断層が存在する. 糸魚川－

静岡構造線は現在も構造運動が継続している活断層

系であり, 断層面の姿勢は南－北走向, 東傾斜であ

る. この断層面は, 地下深部で緩傾斜となり, 研究

地域深部付近を通過していると考えられている（田

力・松多, 2006）.  

研究地域の北方には, 長野盆地西縁断層帯（信濃

川断層帯）が存在する. 長野盆地西縁断層帯の主な

断層面の姿勢は北東－南西走向 , 北西傾斜である. 

研究地域北部には, 長野盆地西縁断層帯の南部を構

成する麻績断層（地震調査研究推進本部, 2015）の存

在が推定されているが, 地質学的証拠は得られてい

ない. 

（2）各説 

中新統堆積岩類 

青木層 

命名・模式地 本間（1931）によって記載・命名. 模

式地は青木村周辺. 

分布 青木層は, 研究地域内において最も古い地質

体である. 研究地域内では麻績村の下井堀地域や麻

地域に分布する.  

層序関係 上位の小川層とは整合関係にあり, その

境界は砂質および泥質な岩相から礫質な岩相に移り

変わる部分である. 研究地域における層厚は 500 m

以上である. 

岩相 本層は, 極細粒～細粒砂岩層, 砂岩泥岩互層

（図-3A）, 暗灰色泥岩層, 礫岩層より構成される. 

極細粒～細粒砂岩層は, 灰色ないし黄灰色を呈し , 

暗灰色な葉理をなすことがしばしば観察される. 葉

理の多くは平行ない低角な斜交葉理をなす. 砂岩泥

岩互層は灰色ないし暗灰色の極細粒～細粒砂岩層と

暗灰色ないし黒色泥岩層との互層で, 地点および層

準の違いより, 砂岩優勢な岩相と泥岩優勢な岩相に

移り変わる. 暗灰色泥岩層は塊状な岩相で, 露頭で

はかわら状に列かが生じていることがある. 礫岩層

は研究地域南方の松本市の上木戸地域や斉田原地域

に分布する. 塊状ないし定向配列する産状が観察さ

れる. 礫径は細礫～大礫サイズで, 円磨度は円～亜

円のものが卓越する. また, 砂岩層中に小礫サイズ

の礫が配列することもある. 

地質構造 麻績村の下井堀地域や麻地域では, 北東

－南西走向で, 17～48°の西傾斜を示し, 竹場地域

の大石沢では北西－南東走向で, 40～50°の東傾斜

を示す. 

小川層 

命名・模式地 本間（1931）によって記載・命名. 模

式地は東筑摩郡生坂村山清路付近.  

分布 研究地域内では, 聖山南麓の広範囲に分布す

るほか, 千曲市の中原地域にも分布する. 

層序関係・層厚 下位の青木層とは整合関係にある. 

上位の桑原火山岩類や聖山安山岩類とは不整合関係

にある. 層厚は最大で 600 m 程度である. 

岩相 本層は, 下部の差切砂岩礫岩部層（小林・磯

見, 1950 の“差切礫岩砂岩部層”を改称）と上部の

裾花凝灰岩部層（飯島ほか, 1968）より構成される.  
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差切砂岩礫岩部層 

細粒～中粒砂岩層（図-3B）, 礫岩層, 砂岩礫岩互

層, 砂岩優勢砂岩泥岩互層, 亜炭層より構成される. 

麻績村の市野川地域では暗灰色の凝灰岩層が狭在す

る. 細粒～中粒砂岩層は, 黄灰色ないし灰白色を呈

する. 塊状な岩相が卓越するが, しばしば平行葉理

図-2 研究地域の地質図および断面図  
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や斜交葉理をなすこともある. 礫岩層は, 多くは塊

状な岩相であるが, 一部定向配列する産状も観察さ

れる. 基質は灰白色および黄灰色の細粒～中粒砂で, 

礫種は安山岩, チャート, 頁岩より構成される. 礫

径は 1～40cm 程度で, 円磨度は円～亜円礫が卓越す

る. 砂岩礫岩互層は, 灰白色ないし灰色の細粒～中

粒砂岩層と 1～10cm程度の礫を主体とする礫岩層と

の互層である. 互層間は漸移的で上方粗粒化をなす. 

砂岩優勢砂岩泥岩互層は, 灰色ないし灰白色の細粒

砂岩層と暗灰色ないし黒色な泥岩層との互層である. 

砂岩層は塊状ないし平行葉理をなす岩相である. 亜

炭層は砂岩層中に狭在する産状が数層準で観察され, 

層厚は 30～200 cm 程度である. また, 局所的に淘汰

の悪い暗灰色な凝灰岩層（田中ほか, 1984 は“坊平

凝灰岩”と命名）や材化石を含む細粒～中粒砂岩層

などが観察される. 

裾花凝灰岩部層 

裾花凝灰岩部層は, 千曲市の佐野地域や中原地域

に分布する. また, 加藤・赤羽（1986）は, 本層は麻

績村の高桑地域に分布する高桑凝灰岩層と対比にさ

れ, 筑北村や麻績村に分布する本層を高桑凝灰岩層

としている. 本研究では, 議論の混乱を避けるため, 

研究地域に分布する“裾花凝灰岩層”および“高桑

凝灰岩層”を, 一括して“裾花凝灰岩部層”と呼ぶ

こととする.   

岩相は, 灰白色ないし灰色の凝灰岩で, 軽石に富

む. 軽石の大きさは 5 mm～2 cm程度である. 構成鉱

物は黒雲母, 長石, 石英を有し, 岩片を含む.  

地質構造 麻績村の坊平地域や円明地域などでは東

－西走向で, 20°程度北傾斜をなす.  

年代 上部の裾花凝灰岩部層について , 山岸ほか

（1984）は, 長野市の茂菅地域の裾花川河岸に露出

する部分にてフィッション・トラック年代測定で 7.5 

Ma の値を得ている. また, 加藤（1983）は麻績村の

高桑地域にて全岩 K-Ar 年代測定で 6.1±0.4 Ma の値

を得ている. 

  

中新統を貫く火成岩類 

のろし山の火山岩（斜長石・石英・黒雲母デイサイ

ト） 

のろし山の山頂部, 標高 810 m 以上において分布

する. のろし山の南斜面には柱状節理が明瞭である. 

田中ほか（1984）では“北山石英安山岩”と命名し

ている. 灰色ないし暗灰色を呈し, 半晶質で, 構成

鉱物として黒雲母, 斜長石, 石英のほか, 岩片を含

む. 

  

鮮新統－前期更新統の火山岩類 

桑原火山岩類 

命名・模式地 斎藤（1982）によって“桑原層”と

命名. その後, 加藤・赤羽（1986）によって“桑原火

山岩類”と改称. 模式地は千曲市の桑原小坂から大

田原にかけての地域. 

分布 研究地域内では, 千曲市の佐野川流域や中沢

川流域に分布する.  

層序関係・層厚 下位の小川層裾花凝灰岩部層を不

整合に覆い, 上位の聖山安山岩類および三峯山火山

岩類に不整合に覆われる. 層厚は最大で 300 m 程度

である. 

岩相 凝灰岩（図-4A）, 火山角礫岩（図-4B）, 火山

図-3 新第三紀堆積岩類の露頭写真 . （A）青木層, 砂岩泥岩互層. （B）小川層差切砂岩礫岩部層 , 炭質物を

挟む細粒砂岩層  
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礫凝灰岩, 安山岩, 砂岩層, 礫岩層, 泥岩層より構成

される.  

凝灰岩層は, 灰色ないし灰白色を呈し, 塊状であ

る. 局所的に硫化物が析出することがある. 鏡下観

察では, 角閃石, 黒雲母, 斜長石が観察され, 安山岩

片を有する. 火山角礫岩は, 2～10 cm 程度の安山岩

および凝灰岩の亜角礫を含む. 火山礫凝灰岩は, 暗

灰色を呈し, 3～5 cm 程度の安山岩の角礫を含む.  

安山岩は暗灰色ないし灰白色を呈する. 鏡下観察で

は, インターサータル組織が観察され, 角閃石, 単

斜輝石, 斜長石が含まれる. また, 佐野川流域の露

頭では 2 mm 以下の黄鉄鉱を含むこともある. 砂岩

層は, 暗灰色ないし灰色を呈し, 極細粒砂～中粒砂

である. 塊状で, 炭質物を含むこともある. 礫岩層

は, 塊状な岩相を呈し, 基質は, 細粒砂～中粒砂よ

り構成される. 礫の円磨度は亜円～亜角礫で, 礫は, 

安山岩, 凝灰岩より構成される. 泥岩層は, 暗灰色

を呈し, 塊状である. 

地質構造 地質体の分布より, 本層は裾花凝灰岩部

層および聖山火山岩類との不整合境界付近で複雑な

姿勢を示すものの, 層理面はほぼ水平である. 

聖山火山岩類 

命名・模式地 森下ほか（1957）によって命名. 模

式地は, 長野市の聖山西麓, 市後沢周辺域. 

図-4 新第三系鮮新統火山岩類の露頭写真 . （A）桑

原火山岩類中の凝灰岩層 . （B）桑原火山岩類中の火

山角礫岩. （C）聖山火山岩類中の板状節理を示す安

山岩. （D）三峯山火山岩類中の火山角礫岩 . （E）

三峯山火山岩類中の火山礫凝灰岩. 
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分布 研究地域内では, 聖山周辺に分布し, 麻績村

側である南麓斜面では, 標高 1,100 m 付近まで分布

する. 千曲市側である北麓斜面では, 標高 900 m 付

近まで分布する. 

層序関係・層厚 下位の小川層裾花凝灰岩部層およ

び桑原火山岩類に不整合に覆う. 上位の三峯山火山

岩類には不整合に覆われる. 層厚は 400 m 以上であ

る. 

岩相 本層は安山岩溶岩と火山礫凝灰岩層により構

成される. 安山岩溶岩は暗灰色を呈し, 柱状節理や

板状節理をなすことが多い（図-4C）. 鏡下では, イ

ンターサータル組織が観察され, 構成鉱物は, 単斜

輝石, 斜方輝石, 斜長石が観察される. 火山礫凝灰

岩は, 暗灰色を呈し, 安山岩の角礫を含む. 礫径は 5

～20 cm 程度である. 鏡下観察では, 角閃石, 単斜輝

石, 斜長石が見出される. 

地質構造 地質体の分布より, 本層は桑原火山岩類

および三峯山火山岩類との不整合境界付近で複雑な

姿勢を示すものの, 層理面はほぼ水平ある. 

年代 加藤（1983）は聖山安山岩類の下部にて全岩

K-Ar年代測定の結果, 5.4±0.3 Maの値が得られてい

る. 

三峯山火山岩類 

命名・模式地 加藤（1980）によって命名. 模式地

は三峯山東麓採石場および聖湖付近. 

分布 三峯山の稜線部および聖湖の南北に分布する. 

また, 姨捨駅周辺など局所的に分布する. 

層序関係・層厚 聖山安山岩類を不整合に覆う. 層厚

は最大で 300 m 程度である. 

岩相 火山角礫岩（図-4D）, 火山礫凝灰岩（図-4E）, 

および安山岩より構成される. 火山角礫岩は, 暗灰

色を呈し, 安山岩礫を含む. 礫は亜角礫～角礫を有

し, 礫径は 5～60 cm 程度である. 火山礫凝灰岩は, 

灰色ないし黄灰色を呈し, 鏡下観察では, 普通輝石, 

角閃石, および斜長石が観察される. また, 安山岩

の細礫を含み, 礫径は最大で 2 cm である. 礫の安山

岩には, 普通輝石, 斜方輝石, 斜長石が含まれる. 安

山岩は, 暗灰色を呈し, 柱状節理をなすこともある. 

半晶質で, 構成鉱物として, 普通輝石, 斜方輝石, 斜

長石が含まれる. 

地質構造 地質体の分布より, 本層は桑原火山岩類

および聖山火山岩類との不整合境界付近で複雑な姿

勢を示すものの, 層理面はほぼ水平である. 

年代 笹沼・山元（2013）および業田ほか（2014）

は, 美ヶ原火山岩類や霧ケ峰火山岩類の Sr, Nd の同

位体組成が同傾向を示したことから, 同時期の後期

鮮新世から前期更新世であると推定している. 

  

第四系砕屑物 

向原礫層 

命名・模式地 本研究で新称. 模式地は, 筑北村の向

原団地付近. 

分布 麻績村の竹場, 下田, 下井堀, 天王, および上

平地域などに分布する. 

層序関係 新第三系の青木層や小川層を不整合に覆

う. 筑北村の向原団地地域, 東条川砂岩では小川層

差切砂岩礫岩部層を不整合関係で覆う産状が観察さ

れる. 一部では, 第四系の崖錐および扇状地性堆積

図-5 第四系の露頭写真. （A）向原礫層中の礫層 . 円礫が卓越する. （B）佐野礫層中の礫層 . 裾花凝灰岩部

層とは不整合関係である . 
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物に不整合に覆われる. 

岩相 礫層（図-5A）, 葉理をなす砂層, シルト層に

より構成される. 礫層は淘汰が悪く, 未固結から弱

固結である. 円および亜円礫が卓越し, 礫の大きさ

は中礫から大礫サイズのものが卓越する . 礫種は, 

安山岩, 閃緑斑岩, 砂岩, チャートおよび頁岩より

構成される. 基質は細粒砂から粗粒砂で, 灰色ない

し赤褐色を呈する. 研究地域南方の筑北村の向原団

図-6 研究地域内で見いだされたリニアメントと地すべり地形 . 

点線は図-7 の範囲. 

図-7 研究地域内で見いだされた断層. 

研究地域である聖山北麓地域では 22 の断層が見いだされた. その一部は第四系中期更新統に変

位を与える断層である . 
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地地域の西方の南北性の沢付近で, 模式的に露出す

る. 葉理をなす砂層は, 細粒砂から中粒砂で, 灰色

から暗灰色を呈する. シルト層は, 塊状な岩相が卓

越し, 灰色ないし暗灰色を呈する. 麻績村の下井堀

地域の沢付近など局所的に分布する. 

地質構造 低地および現河床堆積物より標高の高い

平坦面および聖山南麓の緩斜面を構成し, 基盤岩で

ある新第三系を不整合に覆うことから盆地が形成後

に堆積したものである. 筑北村の向原団地地域西方

の沢では, 北東－南西走向で, 東に 20°程度傾斜し

ている. 

佐野礫層 

命名・模式地 本研究で新称. 模式地は千曲市の佐

野地域, 佐野川流域. 

分布 千曲市の佐野地域および中原地域を流れる佐

野川および中沢川流域に局所的に分布する. 

層序関係 小川層裾花凝灰岩部層および桑原火山岩

類を不整合に覆う. 佐野川および中沢川流域では本

層との不整合で覆っている. 

岩相 本層は, 礫層（図-5B）およびローム層により

構成される. 礫層の礫は, 淘汰が悪く, 未固結であ

る. 円礫および亜円礫が卓越し, 礫の大きさは小礫

から大礫サイズのものを主体とする. 礫種は, 安山

岩, 凝灰岩により構成される. 基質は細粒砂から中

粒砂で, 灰褐色ないし赤褐色を呈する. 礫層中には

レンズ状に砂層を挟むことがある. ローム層は赤褐

色を呈し , 粒子の大きさは泥サイズである . また, 

軽石を多く含む . 構成鉱物として黒雲母 , 角閃石, 

斜長石が観察される. 加藤・赤羽（1986）は, このロ

ーム層が佐野川西方の高雄山付近の緩斜面に分布す

図-8 Loc. 1 で観察される断層露頭. 

千曲市の中原地域, 中沢川支流標高 570 m 付近. 
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ることを明らかにした. 鈴木・早川（1990）は, ロー

ム層中の火山灰を鉱物の屈折率から大町 APm テフ

ラと対比されるとした. 千曲市の中原地域では, ロ

ーム層が礫層を覆う産状が観察される. 

地質構造 谷地形に従い局所的に分布することから, 

現地形形成後に堆積したものである.  

姨捨崩壊堆積物 

命名・模式地 斎藤（1982）の“姨捨土石流堆積物”

を改称. 模式地は, 千曲市の八幡地域および姨捨地

域. 

分布 三峯山の東方の緩斜面全体にわたり分布す

る. 

層序関係 裾花凝灰岩部層, 桑原火山岩類, および

三峯山火山岩類を不整合に覆う. 

岩相 礫層および泥層より構成される. 礫層は塊状

で, 淘汰は悪く, 未固結である. 円礫から亜角礫を

含み, 礫の大きさは中礫から巨礫サイズのものより

構成される. 礫種は, 安山岩および火山角礫岩であ

る. 基質は赤褐色なシルトないし極細粒砂である . 

泥層は塊状で, 暗灰色を呈する. 

地質構造 地形判読の結果, 姨捨崩壊堆積物は複数

の滑落崖と舌状の地すべり地形を伴う（図-6）. これ

らは標高 400～1,100 mにかけて緩斜面を形成してい

る. また, 本堆積物は表層部にのみ分布するものと

考えられる. 

年代 斎藤（1982）は, 千曲市の大池地域において

コアー・ボーリングを実施し, 2 層準（深度 80 m と

30 m）から木片を採集して 14C 年代測定を行なった. 

その結果, 深度 80 m の試料から 13,550±460 yr. B. 

P. , 深度30 mの試料から 3,250±260 yr. B. P. の値が

得られている. 

  

3. 断層 

研究地域である千曲市聖山北麓地域において, 鮮

新統に変位を与える断層が 22ヶ所, 中期更新統に変

位を与える断層が 5 ヶ所で見出された（図-7）. 以下

に, 特徴的な断層について, 断層面の姿勢, 岩石の

産状, 断層ガウジや断層粘土, 断層角礫の有無, お

よび運動センスに着目して記載する. 

（1）第四系に変位を与える断層 

Loc. 1（N38 ﾟ W, 64 ﾟ SW）（図-8） 

千曲市の中原地域, 中沢川支流域標高 570 m 付近

において, 小川層裾花凝灰岩部層および佐野礫層に

変位を与える断層である. 幅 5 m にわたり裾花凝灰

岩部層中が破砕帯が形成されており, 複数の断層ガ

ウジが狭在する. 不整合面を介して上位には佐野礫

層の礫層とローム層が堆積している. 佐野礫層中で

は礫が回転・配列し, 礫に破断が観察された. 不整合

面の変位から垂直隔離は 1 m 程度である. 近隣には, 

断層トレースに沿う明瞭な鞍部地形が存在し, 地形

に影響を与える新期の断層である可能性が高い. 

Loc. 2（N31 ﾟ E, 73 ﾟ NW）（図-9） 

千曲市の中原地域, 中沢川流域標高 670 m 付近に

おいて, 佐野礫層に変位を与える断層である. 礫層

中の礫は回転・配列している. 礫層に変位を与えて

いる破砕領域は半固結で, 幅は約 40 cm である. 隔

離は不明である. 

（2）鮮新統に変位を与える断層 

Loc. 3（N50 ﾟ W, 79 ﾟ NE）（図-10） 

千曲市の佐野地域, 佐野川流域標高 540 m 付近に

おいて, 小川層裾花凝灰岩部層を切断する断層であ

る. 幅 3 m の破砕帯が形成されており, 内部には複

図-9 Loc. 2 で観察される断層露頭  

千曲市の中原地域, 中沢川流域標高 670 m 付近. 

下の写真の部分 

-41-



数の断層ガウジが観察される. また, 露頭において

裾花凝灰岩部層の上位に不整合面を介して, 佐野礫

層が堆積している. 佐野礫層中では断層の存在を確

認することができなかったが, 断層に沿って形成さ

れた凹凸部に第四系が入り込む産状から第四紀断層

の可能性は残る. 不整合面の凹凸から判断すると隔

離量は最大で 50 cm 程度である. 

Loc. 4（N47 ﾟ W, 49 ﾟ SW）（図-11） 

千曲市の桑原地域, 佐野川流域標高 880 m 付近に

おいて, 桑原火山岩類に変位を与える断層である . 

幅 2 mにわたり角礫を伴う破砕帯が形成されており, 

内部には幅 3～15 cmの断層ガウジが含まれる. 断層

ガウジ中には白色の粘土を複数狭在する. 隔離は不

明である. 

Loc. 5（N61 ﾟ E, 70 ﾟ S）（図-12） 

千曲市の猿ヶ馬場峠付近, 中沢川流域標高 1010 m

付近において, 聖山火山岩類に変位を与える断層で

ある. 断層角礫およびガウジを伴い,  破砕帯の幅は

40 cm である. 隔離は不明である.  

  

4. リニアメントおよび地すべり地形 

断層などの地質構造が地形に及ぼす影響を知るた

め, 空中写真および赤色立体地図を用いて地形判読

を行なった. 判読には国土交通省国土政策局国土情

報課が公開している空中写真（1947 年度, 1948 年度, 

および 1975 年度撮影）の立体視, 地形陰影図（10 m

メッシュ; DEM10B）, 赤色立体地図を用いた. 

抽出したリニアメントについては, 長さ（km）, 方

位, リニアメントの形態（A: 直線的な谷地形をなす

もの, B: 傾斜変換点をなすもの, C: 鞍部地形をなす

ものに分類して示す〈図-7〉）の特徴にまとめた. 

地形判読の結果, 千曲市の聖山北東地域にて地す

図-10 Loc. 3 で観察される断層露頭  

千曲市の佐野地域, 佐野川流域標高 540 m 付近. 

図-11 Loc. 4 で観察される断層露頭.  

千曲市の桑原地域, 佐野川流域標高 880 m 付近. 

図中の矢印は微細構造より見出された断層の  

運動センスを示す. 

下の写真の部分 
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べり地形が集中することが明らかになった. とくに, 

三峯山斜面には約 3 km 四方の複合型地すべり地形

が存在する. これは斎藤ほか（1982）により, 姨捨土

石流堆積物とされたものに相当する . 本研究では, 

地形判読と現地踏査から複数の地すべり（図-6 の橙

色部分）が見いだされた. 千曲市の佐野川や中沢川

流域では複数の地すべり地形が見いだされた.  

 

5. 議論 

（1）研究地域で見いだされた断層とその形成時期 

聖山北麓の山間部において 22 本の断層が見いだ

された. 5 本の断層は第四系の佐野礫層をに変位 

を与えている.  

佐野礫層中には大町ローム層と対比されるローム

層が堆積している. 鈴木・早川（1990）によると, 大

町ローム層の堆積年代は約 0.3～0.35Ma である. こ

のことから, 佐野礫層に変位を与える 5 本の断層は

少なくとも 0.35Ma 以降に活動したものである.   

また, 地形判読より Loc. 1, 2, 4 にて見出された断

層は, リニアメントと類似している. これらの断層

は地形に影響を与える新期の断層である. 聖山北麓

地域では, 多くのリニアメントと地すべり地形が見

出され, 広範囲で第四紀以降に構造運動が生じてい

た可能性がある. 

  

（2）研究地域の断層と長野盆地西縁断層帯との関係 

聖山北麓地域では, (i)北西－南東走向の断層 10本, 

(ii)北東－南西走向の断層 9本, (iii)東－西走向の断層

3 本が見いだされた. これらの断層はいずれも長野

盆地から西方 4 km 以内の地域に位置している. 

長野盆地西縁断層帯を構成する断層は, 善光寺地

震断層や小松原断層など長野盆地の西縁に集中して

いる. 杉戸（2014）は, 長野盆地西縁断層帯は南縁は

長野市篠ノ井塩崎地域まで追跡されると報告した . 

また, 東郷ほか（2002）は, 姨捨地域から稲荷山地域

の長野盆地西縁部において推定活断層（地表）が雁

行配列していることを示した. これらの断層の走向

は南－北ないし北東－南西を示し, 南縁の断層線は

千曲市を流れる中村川流域にまで達している.  

本研究では, 中村川の西方を流れる中沢川および

佐野川流域にて第四紀断層を含む断層群の存在が明

らかになった . 断層の位置や姿勢 , 活動時期から , 

これらの断層群は長野盆地西縁断層帯の南方延長部

を構成する断層群であると考えられる. 

  

6. 結論 

（1）研究地域である筑摩山地中部には, 新第三系砕

屑岩類である青木層, 小川層, 新第三系を貫く貫入

岩類, 新第三系火山岩類である桑原火山岩類, 聖山

火山岩類, 三峯山火山岩類, および第四系砕屑物が

分布する. 

（2）研究地域は西側の水内帯と東側の中央隆起帯の

境界付近に位置し, 筑北盆地の西側では顕著な褶曲

構造が発達し, 東側では顕著な褶曲構造が存在しな

い. 

（3）聖山北麓地域の断層群は, 大町ローム層を狭在

する第四系の佐野礫層に変位を与えていることから, 

断層群の最新の活動時期は 0.3Ma 以降である. 

（4）研究地域北部に位置する聖山北麓地域には第四

系に変位を与える断層群が存在し, これらの断層群

は北方から続く長野盆地西縁断層帯の南部を構成す

る断層群である可能性が高い. 

図-12 Loc. 5 で観察される断層露頭  

千曲市の猿ヶ馬場峠付近, 中沢川流域標高 1010 m

付近. 

 

下の写真の部分 
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